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Ⅳ 生物多様性が保全さ れる 森林づく り  

 

施策の方向 

森林には、 木本類・ 草本類・ シダ類・ コ ケ類等の植物、 哺乳類・ 鳥類・ は虫類・ 両生類・ 魚類・

昆虫類等の動物などが多種多様に生息・ 生育し ていま す。  

適切に管理さ れていない針葉樹人工林では、 生物多様性保全機能が低下する こ と から 、 混交林へ

の誘導、 皆伐後の再造林の促進によ り 、 多種多様な動植物の生息・ 生育環境と し ての森林の保全を

進めま す。  

ま た、 集団的に樹木を枯死さ せる 森林病害虫の防除、 採食によ り 下層植生に影響を及ぼすニホン

ジカの生息密度の適正化などに努める こ と によ り 、 森林を生息・ 生育環境と する 野生動植物の適正

な保護管理を推進し ま す。      

 

現状・ 目標値     

指標設定の趣旨 指標項目 現況値 目標値(R12)  施策 

生物多様性の保全に繋

がる 取り 組みを 評価す

る 指標と し て活用 

混交林への誘導整備面

積（ 期間累計）  

227ha 

(R3-6 累計)  

380ha 

(R8-12 

累計)  

生息・ 生育環境と し ての 

森林の保全 

病害虫・ 野生動植物の

適正管理を 評価する 指

標と し て活用 

林業被害実損区域面積

（ 病虫獣害）  

191ha 

(R5)  
160ha 
 

野生動植物の適正な 

保護管理 
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施策の概要 

(1)生息・ 生育環境と し ての森林の保全 

森林には、 高木・ 中木・ 低木・ 下層植生などが複雑に生育する こ と から 、 光・ 温度・ 湿度などの

環境条件が場所によ って異なり 、 さ ま ざま な動植物の存在を可能にし ていま す。  

本県の森林構成の特徴と し て、 人工林が森林に占める 割合は全国平均（ 41％） を上回る 61％あ

り ま すが、林業を通じ て適切に管理さ れた人工林は、原生的な天然林や、二次的な里山林と 同様に、

本県の生物多様性の保全に寄与し てき ま し た。  

し かし 、 長 引く 林業の不振などから 、 適切に管理さ れていない人工林が増加する なか、 生物多様

性保全機能の低下が懸念さ れていま す。  

今後、 間伐や伐採後の再造林等、 人工林の適切な管理を推進する と と も に、 施業放置さ れた人工

林を、 よ り 生物多様性保全機能が高い混交林へ誘導する こ と で、 多く の動植物が生息・ 生育でき る

森林づく り を推進し ま す。  

 

目標 生物多様性の保全に繋がる 森林づく り を推進し ま す。  

 

関連指標 

指標設定の趣旨 指標項目 現況値 目標値(R12)  

生物多様性の保全に繋がる 取り 組みを

評価する 指標と し て活用 

混交林への誘導整備面積（ 期間累計）  227ha 

(R3-6 累計)  

380ha 

(R8-12 累計) 

 

①人工林から 生物多様性の高い混交林への誘導 

適切に管理さ れていないこ と で生物多様性の低下が懸念さ れる 人工林を、 多様な動植物の生息・

生育が期待さ れる 混交林（ 恒続林・ 自然林） に誘導し ま す。  

事業例 

○恒続林化施業計画の作成・ 実施 

○県有林恒続林化モデル整備 

○県・ 市町村によ る 自然林混交林化の促進推進 

 

②生物多様性の保全に寄与する 人工林の整備促進 

間伐等の森林整備を促進し 、 人工林における 生物多様性を保全し ま す。 ま た、 皆伐跡地における

植栽や天然更新等を適切に行う こ と で、 健全な森林環境を維持し ま す。  

 

事業例     

○造林事業の促進（ 森林所有者・ 林業事業者実施）  

○ニホンジカ等によ る 食害防止対策への支援 

○「 奈良県伐採・ 更新施業のガイ ド ラ イ ン」 の周知・ 指導 



42 

 

(2)野生動植物の適正な保護管理 

ナラ 枯れ、 マツ枯れ等、 樹木の集団的な枯死を引き 起こ す森林病害虫の防除対策を進めます。  

奈良県野生生物目録（ H29)に記載のある 生物 11,222 種のう ち、 絶滅の恐れがある 野生動植物は

1,535 種と 全体の 13.7％を占めていま す。 森林における 生物多様性の保全を図る ため、 奈良県特定

希少野生動植物の保護管理、 各種法令規制・ 指導の徹底、 普及啓発に取り 組みま す。  

ま た、 近年生息数が増加する と と も に生息域が拡大し 、 生態系や農林業への被害が拡大・ 深刻化

し ている ニホンジカや、 目撃情報や集落への出没件数が増加し 、 林業被害や人身被害も 懸念さ れて

いる ツキノ ワ グマ等の野生動物について、 適正な保護管理を推進し ま す。  

 

目標 野生動植物の適正な保護管理を推進し ま す。  

 

関連指標 

指標設定の趣旨 指標項目 現況値 目標値(R12)  

病害虫・ 野生動植物の適正管理を 評価

する 指標と し て活用 

林業被害実損区域面積（ 病虫獣害）  191ha 

(R5)  

160ha 

 

 

① 森林病害虫の防除 

森林病害虫によ り 一定の樹種が大量に枯死する 被害（ ナラ 枯れ、 マツ枯れ等） を予防する と と も

に、 森林病害虫の駆除によ り 被害拡大を防ぐ 取り 組みを推進し ま す。  

 

事業例 

○被害状況の把握 

○薬剤の注入等によ る 被害予防対策の促進 

○被害木の伐採と 材内の森林病害虫駆除等によ る 被害拡大対策の促進 

 

② 希少野生動植物の保護  

定期的に奈良県版レ ッ ド データ ブッ ク を改訂し て保護の必要性がある 種を明ら かにする と と も

に、 その適正な保護を図る ため、 奈良県特定希少野生動植物の保護管理、 各種法令規制・ 指導の徹

底、 普及啓発に取り 組みま す。  

ま た、 ツキノ ワ グマを集落に寄せ付けない取組や、 被害軽減のための普及啓発を実施する など、 適

正な保護管理を推進し ま す。  
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事業例 

○生物多様性なら 戦略協働推進事業の推進 

○特定希少野生動植物保護管理事業計画の見直し 、 保護管理事業の実施 

○奈良県版レ ッ ド データ ブッ ク ・ 奈良県野生生物目録等の改訂 

○自然公園法･鳥獣保護管理法・ 外来生物法等によ る 規制･指導 

○被害軽減に向けたツキノ ワ グマの保護と 管理 

 

③ ニホンジカ生息密度の適正化  

野生のニホンジカによ る 植栽し た苗木や天然に発芽し た稚樹の採食被害を軽減し 、森林の再生や

生物多様性の向上を促進する ため、 生息数が増加し たニホンジカの個体数管理を実施し ます。  

 

事業例 

○保護管理事業計画の策定・ 推進 

○ニホンジカ生息密度の適正化、 植生の被害防止 

○ニホンジカの捕獲技術の向上支援 

○捕獲技術者の育成・ 確保 
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Ⅴ 森林のレ ク リ エーショ ン機能の強化 

 

施策の方向 

森林は、 セラ ピー、 エコ ツアー、 文化体験、 レク リ エーショ ン活動等の場と なり 、 心身の健康を

回復でき る 機会を提供し てく れま す。 そのため、 国立・ 国定公園をはじ めと する 自然公園の保全・

活用や適切な森林の整備を進める と と も に、 森林・ 里山等のレク リ エーショ ンでの活用を促進し ま

す。  

ま た、 森林の４ 機能や森林環境管理についての理解・ 関心を深め、 森林と 人と の恒久的な共生に

関する 意識を醸成する ため、森林をフィ ールド と し たイ ベント の開催や森林に関する 環境教育の機

会づく り に取り 組みながら 、 こ れら の担い手と なる 人材を養成し ま す。  

こ れら の取組を通し て、 森林と 人と が良好な関係を築き ながら 、 交流人口の増加によ る 山村地域

の活性化を図り 、森林を将来にわたって県民の貴重な財産と し て引き 継いでいく こ と を目指し ま す。 

 

現状・ 目標値 

指標設定の趣旨 指標項目 現況値 目標値(R12)  施策 

森林の利用者数を 評価

する 指標と し て活用 
自然公園等の利用者数 

10,970 千人/

年（ R5）  

14,000 千人/

年（ R12)  

レ ク リ エーショ ンの 

場づく り  

イ ベント 等の活用を 評

価する 指標と し て活用 

体験学習（ 森の学校）

への参加者数（ 期間累

計）  

2,109 人 

(R3-6 累計)  

3,100 人 

(R8-12 累

計)  

イ ベン ト 等の活用によ る  

レ ク リ エーショ ンの 

機会づく り  
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施策の概要 

(1)レク リ エーショ ンの場づく り  

奈良県森林環境税県民等意識調査（ 令和６ 年度実施） では、回答者の約 50％が年に数回以上森林

に立ち入っている こ と がわかり ま し た。 国立、 国定公園をはじ めと する 自然公園でのレ ク リ エーシ

ョ ン利用者は、 新型コ ロ ナウ ィ ルス の影響によ り 一時的に減少し ま し たが、 その後、 増加傾向にあ

り ま す。  

県民が気軽に森林に立ち入り 、 快適にレ ク リ エーショ ン活動を行える よ う 、 自然公園の保全・ 活

用やレ ク リ エーショ ン機能を有する 森林の整備を進める と と も に、 森林・ 里山等における レ ク リ エ

ーショ ン活動の活性化を図り ま す。  

 

目標 森林をレ ク リ エーショ ンの場と する 利用者を増やし ま す。  

 

関連指標 

指標設定の趣旨 指標項目 現況値 目標値(R12)  

森林の利用者数を 評価する 指標と し て

活用 

自然公園等の利用者数 10,970 千人/

年（ R5）  

14,000 千人/

年（ R12)  

 

① 自然公園の保全・ 活用  

国立・ 国定公園をはじ めと する 自然公園の保全を図る と と も に、 その魅力を高め、 利用者の利便

性を向上さ せる ため、 遊歩道、 ト イ レ 、 ビュ ーポイ ント 等の施設整備を推進し ま す。  

 

事業例 

○国立・ 国定公園や県立自然公園の施設整備（ 遊歩道、 ト イ レ 、 ビュ ーポイ ント 等）  

○長 距離自然歩道の施設整備（ 案内サイ ン、 休憩所等）  

○自然公園等利活用促進の情報発信 

 

② 森林における レク リ エーショ ンの場づく り の支援 

レ ク リ エーショ ン活動の場にふさ わし い森林の整備を進める と と も に、県民が気軽に参加でき る 、

森林や里山等をフィ ールド と し たレ ク リ エーショ ン活動を支援し ま す。  

 

事業例 

○県有林恒続林化モデル整備 

○森林をフィ ールド と し たレ ク リ エーショ ン活動の推進 

○ボラ ンティ ア等によ る 森林・ 里山等における レク リ エーショ ン活動の支援 
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(2)イ ベント 等の活用によ る レ ク リ エーショ ンの機会づく り  

森林は、 セラ ピー、 エコ ツアー、 文化体験、 レク リ エーショ ン活動等の場と なり 、 心身の健康を

回復でき る 機会を提供し てく れま す。  

こ のよ う な森林の持つレ ク リ エーショ ン機能への理解・ 関心を深め、 森林と 人と の恒久的な共生

の意識を醸成さ せる ためにも 、森林をフィ ールド と し たイ ベント の開催や森林に関する 環境教育の

機会づく り に取り 組み、 その成果を地域の活性化に繋いでいき ま す。  

 

目標 イ ベント 等を活用し て森林のレク リ エーショ ン機能を強化し ま す。  

 

関連指標 

指標設定の趣旨 指標項目 現況値 目標値(R12)  

イ ベント 等の活用を 評価する 指標と し

て活用 

体験学習（ 森の学校） への参加者数（ 期

間累計）  

2,109 人 

(R3-6 累計)  

3,100 人 

(R8-12 累計)  

 

① イ ベント 等の活用によ る 森林レ ク リ エーショ ンの機会づく り  

多く の県民・ 来訪者が森林にふれあう 機会を持てる よ う 、 森林をフィ ールド にし たイ ベント 等を

企画・ 開催し 、 地域のにぎわいづく り や活性化を図り ま す。      

 

事業例 

○自然、 歴史文化、 景観等、 森林の特性を活かし たイ ベント の開催 

○フォ レ ス タ ーアカデミ ーの学生等によ る 森林レク リ エーショ ン活動の実施 

○第 77 回全国植樹祭の開催と それを契機と し た県民参加型緑化運動の推進 

○「 奈良県山の日・ 川の日」「 山と 川の月間」 イ ベント ガイ ド ブッ ク の作成・ 配布 

 

② 森林環境教育の推進 

県民が森林環境の維持向上に対する 理解を深め、 森林と の共生を実感でき る よ う 、 森林での体験

型森林環境教育の実施、 普及啓発に取り 組みま す。  

 

事業例 

○「 森の学校」 の開催 

○森林環境教育活動への支援 

○森林環境教育副読本の作製・ 配布 

○森林環境教育の指導者の養成 

 

  


